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6
奇
し
く
も
思
い
出
の
場
で
第
９
回
総
会
開
か
る
／

「今
を
去
る
こ
と
９
年
前
、
思
え
ば
こ
の
小

ホ
ー
ル
に
、
老
い
を
支
え
て
き
た
女
た
ち
の
熱

い
声
が
温
れ
ん
ば
か
り
で
し
た
」
…
…
と
ご
挨

拶
す
る
樋
口
恵
子
代
表
。
い
み
じ
く
も
会
設
立

の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
同
じ
会
場
の
、
新
宿
文

化
セ
ン
タ
ー

・
小
ホ
ー
ル
で
１
９
９
１
年
６
月

６
日

（本
）、
午
後
２
時
か
ら

「第
９
回
総
会
」

は
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
午
後
１
時
か
ら
寝
た
き
り

老
人
に
関
わ
る
人
々
の
活
動
を
描
い
た
１６
ミ
リ

映
画

「寝
た
き
リ
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
」
（カ
ラ
ー

。

３４
分
）
が
上
映
さ
れ
、
総
合
司
会

・
金
谷
千
都

子
理
事
の
手
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て

「第
９

回
総
会
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
樋
口
代
表
は
、
「全
国
の
熱
い
思
い
を

抱
い
て
き
た
人
々
の
声
に
よ

っ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
当
会
は
、
各
地
か
ら
の
仲
間
た
ち
へ
と
つ
な

が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
こ
の
会
場
に
も
長

野
、
鹿
児
島
、
彦
根
、
長
岡
な
ど
各
地
域
の
方
々

が
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
５
０
０
人

だ

っ
た
会
員
が
現
在
８
２
７
人
に
、
１０
グ
ル
ー

プ
だ

っ
た
も
の
が
６５
グ
ル
ー
プ
に
と
、
地
域
か

ら
地
域

へ
と
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
看

護
婦
、　
ヘ
ル
パ
ー
、
寮
母
、
医
者
、
議
員
、
学

者
、
研
究
者
、
主
婦
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
や
専
門
職
の
方
々
の
集
ま
り

の
会
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
度
か
ら
は

福
祉
の
実
施
主
体
が
国
か
ら
市
町
村
へ
移
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
モ
ザ
イ
ク
作
戦

・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
戦
に
よ

っ
て
、
よ
り
豊
か
に

生
き
ら
れ
る
た
め
に
、
地
域
の
色
を

一
枚

一
枚

塗
り
変
え
る
交
流
の
場
と
、
こ
の
総
会
が
な

っ

て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
、

続
い
て
、
司
会
の
金
谷
理
事
よ
り

「委
任
状
３

３
９
通
、
出
席
者
１
５
３
名
で
会
員
数
の
過
半

数
に
達
し
ま
し
た
」
と
、
総
会
の
成
立
宣
言
が
さ

れ
、
会
場
か
ら
林
慶
子
理
事
が
議
長
に
、
書
記

に
は
高
見
澤
た
か
子
理
事

・
芹
沢
茂
登
子
連
営

委
員
が
選
出
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
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☆
１
９
９
０
年
度
活
動
報
告

ｏ
決
算
報
告

は
じ
め
に
神
馬
由
貴
子
運
営
委
員
か
ら
１
９

９
０
年
度
の
活
動
報
告
が
、
そ
し
て
貴
島
操
子

理
事
か
ら
は
決
算
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

て

「厳
正
な
る
監
査
の
結
果
、
適
正
で
あ
る
」

と
藤
原
房
子
理
事
が
会
計
監
査
の
結
果
を
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
質
疑
に
移
り
、
会
場
よ

り

「賃
借
料
の
内
容
が
知
り
た
い
。
イ
ベ
ン
ト

費
は
特
別
会
計
と
し
た
ら
」
の
声
が
あ
り
、
貴

島
理
事
が

「賃
借
料
は
積
み
立
て
て
修
繕
費
に

当
て
る
。
イ
ベ
ン
ト
費
の
件
は
運
営
委
員
会
で

検
討
す
る
」
と
答
え
、
両
報
告
と
も
満
場
の
拍

手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

☆
１
９
９
１
年
度
活
動
計
画

・
予
算
案

１
９
９
１
年
度
の
活
動
計
画
は
樋
口
代
表
に

よ
っ
て
、
第
１０
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
案
を
中

心
に
説
明
が
あ
り
、
予
算
案
は
貴
島
理
事
か
ら

「会
費
還
元
に
向
け
て
、
今
年
か
ら
会
報
増
頁

を
図
る
た
め
予
算
ア
ッ
プ
し
た
」
な
ど
の
議
案
提

案
が
さ
れ
、
質
疑
応
答

へ
と
移
り
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は

「予
算
案
に
は
前
年
度
決
算
も
つ
け

た
ら
。
会
則
も
添
付
し
て
ほ
し
い
」
「会
に
余
生

を
捧
げ
た
い
」
「女
性
が
手
弁
当
で
参
加
す
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
が
、私
は
何
で
も
お
手

伝
い
し
た
い
」
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
て
、
両
議
案
と
も
に
盛
大
な
る
拍
手
で
承
認

さ
れ
、中
村
雪
江
運
営
委
員
が
閉
会
の
辞
を
述
べ

て
、
第
９
回
総
会
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
記
念
講
演

「老
い
る
と
い
う
こ
と
」

横
須
賀
基
督
教
社
会
館
館
長
・
阿
部
志
郎
氏

総
会
に
引
き
続
い
て
午
後
３
時
１５
分
か
ら
、

阿
部
志
郎
理
事
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
要
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
寄
り
合
う

。
話
し
合
う

。

分
か
ち
合
う
な
ど

「
～
し
合
う
」
こ
と
を
本
質

と
し
て
い
る
。
地
域
の
人
々
が
寄
り
合
う
、
こ

の
自
然
発
生
的
な
共
同
体
を
日
本
で
は
戦
後
、

前
近
代
的
だ
と
い
っ
て
否
定
し
た
。
こ
れ
を
乗

り
越
え
て
近
代
社
会
を
作
ろ
う
と
し
た
の
が
、

戦
後
の
歩
み
だ

っ
た
。
は
た
し
て
日
本
は
近
代

化
さ
れ
た
の
か
、
今
、
私
た
ち
は
問
い
か
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２０
年
と
い
う
短
期
間
で
進
ん
だ
高
度
成
長
社

会
は
短
い
が
故
に
矛
盾
を
起
こ
し
、
い
ま
社
会

に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
豊
か
さ
の

中
で
、
私
た
ち
が
得
た
も
の
は
、
①
金
余
り
、

②
土
地
余
り
、
③
老
人
余
り
で
あ
り
、
失

っ
た

も
の
は
、
空
間
と
時
間
と
人
間
関
係
で
あ
っ
た
。

日
本
は
現
在
、
世
界
最
長
寿
国
、
老
人
問
題

は
拡
大
化
し
て
い
る
が
、
人
生
８０
年
時
代
に

新
し
く
起
こ
っ
て
き
た
老
人
問
題
を
解
決
す
る

仕
組
み
が
な
い
。
ポ
ー
ボ
ワ
ー
ル
は

「老
人
を

廃
品
の
よ
う
に
扱
う
社
会
は
文
明
の
挫
折
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
た
ち
が
共
同
体
を
壊

し
た
結
果
、
文
明
は
栄
え
た
が
、
文
明
を
支
え

て
い
く
文
化
を
作
り
出
す
こ
と
に
失
敗
し
た
。

社
会
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し
支
え
る
人
間
の
文

化
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
２‐
世
紀

へ
向

け
て
の
私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
構
築
す
る
か
。

９０
年
代
の
今
、
問
題
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

私
に
と
っ
て
の

「老
い
」
と
は
孤
立
と
孤
独
。

こ
の
孤
独
感
に
い
か
に
耐
え
る
か
は
、
主
体
性

を
確
立
し
た
、
聖
な
る
老
い
に
よ

っ
て
自
立
性

を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
努
力
に

よ

っ
て
い
か
に
自
立
を
図
る
か
。
そ
し
て
、
そ

の
自
立
を
お
互
い
が
い
か
に
連
帯
的
に
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
二
つ
の
原
理
を
組
み

合
わ
せ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
近
代
社
会
の
条
件
で
あ
る
。（望

月
幸
代
記
）
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:991(平成3)年度予算

収 入 の 部

科  目 予   算 考備

前 年 度 繰 越 金

会

Fp  昂1

雑

イ ベ ン ト 収 入

積立金 (含修繕積立金 )

士冗物

収

6,302,930

5,220,000

800,000

200,000

1,500,000

3.670.753

個人会員 827人 グループ会員 65 賛助会員 7
印税、図書販売マージン等

カンパ 受取利息、等

第10回 シンポジウム

計合 17,693,683

支 出 の 部

積立金 (合修繕積立金 )

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

費

費

費

作

動

策

作

　

　

通

信

熱

　

　

　

　

ト

製

活

対

四

会

件

交

通

光

際

借

務

　

ン

報

究

員

刷

　

　

費

料

道

　

　

　

　

べ

会

研

会

印

総

人

旅

送

水

交

賃

事

雑

イ

備

1,080,000

700,000

400,000

600,000

300,000

2,500,000

250,000

1,300,000

65,000

50,000

480,000

350,000

220,000

3,700,000

2,027,930

3,670,753

印刷費 120,000× 6 取材編集費 60,000× 6
有料老人ホーム研、医療勉強会、個老研等

地方へ講師派遣3回程度、毎月オープンハウス1回 他

有老研(韮紀書房)、医療勉強会(三省堂)編集費「風に向かって」等

事務局・専従3人、VT等
運営委員会交通費等

電話代、送料、切手等

慶弔費、管理人さんへの季節の挨拶等

文具消耗品代、コピーリース代等

管理費 12,450× 12カ 月、日常雑費

計合 17,693,683
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!990(平成2)年度決算報告

収 入 の 部

科 目 予 算 決 算 増 減

前 年 度 繰 越 金

会 費 (入 会 金 )

イ ベ ン ト 収 入

印 刷 物 売 上

雑  収  入
―内訳―

受取利息 121,864

カンパ   487,950

その他   4,430

特  別 積  立 金
(合 修 繕 積 立 金 )

4,257,159

4,670,000

300,000

1,200,000

200.000

3,374,661

4,257,159

5,299,000

1,724,400

1,656,180

614,244

3.670,753

0

629,000

1,424,400

456,180

414,244

296

合 計 14,001,820 17,221,736 3,219,916

支 出 の 部

会 報 製 作 費

研 究 活 動 費

会 員 対 策 費

印 刷 物 製 作 費

総 会

件

旅 費 交 通 費

送 料 通 信 費

水 道 光 熱 費

任
貝

際

借

務

繕

料

事

修

雑 費

750,000

700,000

350,000

700,000

250,000

2,300,000

30,000

850,000

65,000

50,000

480,000

350,000

36,000

220.000

729,120

551,353

169,039

452,528

216,873

1,811,758

4,330

860,517

59,233

16,695

480,000

253,703

0

175。 276

A20,880

A148,647

A180,961

Zゝ 247,472

A33,127

A488,242

∠ゝ 25,670

10,517

A5,767

A33,305

0

A96,297

A36,000

A44,724

計 7,131,000 5,780,425 Zゝ 1,350,575

費

費

金

金

卜

立

越

備

ン

積

繰

べ

別

期

予

イ

特

次

2,996,159

500,000

3,374,661

0

0

1,467,628

3,670,753

6.302.930

A2,996,159

967,628

296,092

6,302,930

合 計 14,001,820 17,221,736 3,219,916
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九
月
二
日

虎
の
問
国
立
教
育
会
館
／
申
込
み
受
付
け
開
始

第
十
回
シ
ン
ポ
の
お
知
ら
せ

代
表

樋
口
恵
子

総
会
も
別
稿
の
よ
う
に
お
か
げ
さ
ま
で
盛
況

裡
に
終
わ
り
、
運
営
委
員

。
事
務
局

一
同
、
新

年
度
の
事
業
に
向
か

っ
て
梅
雨
空
の
下
活
発
に

動
き
出
し
ま
し
た
。
も
う
ニ
カ
月
ち
ょ
っ
と
し

か
な
い
九
月
二
日
の
第
十
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
な
ん
と
言

っ
て
も
現
在
最
大
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
ぐ
活
動
で
す
。
今
回
は
秋
山
ち
え
子

理
事
の
ご
協
力
で
虎
の
間
の
国
立
教
育
会
館
と

い
う
絶
好
の
立
地
条
件
の
場
所
で
開
催
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
一
五
〇
〇
入
以
上
の
収

容
能
力
の
あ
る
大
会
場
で
す
の
で
い
前
回
の
よ

う
に
自
治
体
と
の
共
催
で
な
く
、
当
会
の
単
独

事
業
と
な
る
と
、
果
た
し
て
こ
の
人
数
の
方
が

来
て
下
さ
る
か
ど
う
か
、
目
下
の
悩
み
の
タ
ネ

で
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
、
お
友
だ
ち
に
声
を
掛
け

て
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
集
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

な
ん
た

っ
て
十
回
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
場
所
も

中
味
も
す
ば
ら
し
い
の
で
す
か
ら
。

そ
の
内
容
で
す
が
、
総
会
に
ご
出
席
の
方
々

に
は
ざ

っ
と
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
あ

ら
た
め
て
ご
披
露
致
し
ま
し
ょ
う
。

前
夜
祭
　
九
月

一
日

（日
）
１７
‥
３０
～

国
立
教
育
会
館

、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を
兼
ね
た
全
国
各
地
の
活

動
交
流
会
で
す
。
活
発
な
ご
発
言
ご
報
告

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
Ｉ
部
　
九
月
二
日

（月
γ
９
‥
３０
～
１２
‥
３０

女
た
ち
は
老
い
の
地
図
を
塗
り
変
え
る
（仮
題
）

―
―
女
性
地
方
議
員
の
思
い
と
活
動
―
―

今
回
の
統

一
地
方
選
で
、
女
性
議
員
は

一
三

二
五
人
選
出
さ
れ
、
前
回
よ
り
三
七
九
人
増
加
、

既
出
の
女
性
地
方
議
員
に
加
え
て
、
女
性
地
方

議
員
は
少
し
ず
つ
、
し
か
し
確
実
に
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
も
福
祉
は
平
成
五
年
か
ら
市
町
村

が
実
施
主
体
に
移
管
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
福
祉

は
地
方
の
時
代
。
高
齢
化
対
策
を
公
約
し
て
当

選
し
、
活
動
を
す
す
め
る
女
性
議
員
は
、
当
会

だ
け
で
も
党
派
を
問
わ
ず
、
数
多
く
進
出
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
新
任
の
女
性
議
員
全
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
中
で
す
。
そ
の
結
果
報

告
と
同
時
に
、
全
国
各
地
の
会
員
を
合
め
た
女

性
議
員
に
参
集
し
て
い
た
だ
き
、
豊
か
で
安
心

で
き
る
老
い
を
生
き
る
た
め
に
、
実
現
し
て
き

た
施
策
、
こ
れ
か
ら
す
す
め
る
政
策
な
ど
を
会

場
の
皆
様
と
共
に
語
り
合
い
ま
す
。

第
Ｈ
部
　
九
月
二
日

（月
）
１３
‥
３０
～
１６
‥
３０

「寸
劇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

老
い
の

″青
い
鳥
″
を
求
め
て

（仮
題
）

安
心
し
て
老

い
ら
れ
る
つ
い
の
す
み
か
は
ど

こ
に
？
し
あ
わ
せ
の
青

い
鳥
を
求
め
た
メ
ー
テ
ル
リ

ン
ク
の
名
作
、
チ
ル
チ
ル

・
ミ
チ
ル
。
こ
の
企

画
は
そ
の
翻
案
、
老
い
た
る
チ
ル
チ
ル
爺
と
ミ

チ
ル
婆
の
二
人
が
、
ど
こ
で
安
ら
か
に
自
分
ら

し
く
老

い
ら
れ
る
か
、
老
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
、

病
院
な
ど
を
訪
ね
歩
き
、
福
祉
の
あ
り
よ
う
を

探
る
寸
劇
シ
ン
ポ
。
な
ん
と
わ
が
チ
ル
チ
ル
は

永
六
輔
さ
ん
、
ミ
チ
ル
は
秋
山
ち
え
子
さ
ん
な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
必
見
の
価
値
あ
り
、

ど
う
ぞ
ふ
る

っ
て
早
目
に
お
申
し
込
み
を
。

◇
個
人

・
グ
ル
ー
プ
会
員
を
問
わ
ず
、
当
会
員

で
地
方
議
員
と
し
て
ご
活
躍
の
方
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
九
月
二
日
、
第

一
部
に
ご
登
場
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
方
議
員
で
こ
ち

ら
か
ら
の
ご
連
絡
が
洩
れ
て
お
り
ま
す
方
、

事
務
局

へ
ご

一
報
下
さ
い
。

申
込
み
方
法

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
入
場
券

会
員

一
〇
〇
〇
円

。
一
般

一
五
〇
〇
円
、
同

封
の
振
込
用
紙
に
て
八
月
五
日
迄
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
入
場
券
発
送
は
八
月
中
旬
。

②
前
夜
祭
　
会
員
の
み
先
着

一
五
〇
名
ま
で

会
費

・
五
〇
〇
〇
円

（当
日
集
金
し
ま
す
）

★
往
復

ハ
ガ
キ
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

-5-



富
城
県

あ
か
ね
グ
ル
ー
プ

青
森
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平
成
四
年
、
仙
台

で
会

い
ま
し
よ
う

昭
和
五
十
七
年
九
月
、
嵐
の
中
を
新
宿
の
文

化
セ
ン
タ
ー
ヘ
駆
け
込
む
よ
う
に
し
て

「第

一

回

・
女
の
自
立
と
老
い
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
参
加
し
て
か
ら
九
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

毎
年

一
回
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
い
つ

の
間
に
か
あ
か
ね
の
同
窓
会
を
兼
ね
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
転
勤
で
遠
く

へ
去

っ
た
人
た
ち

と
シ
ン
ポ
の
会
場
で
会
い
、
共
に
学
び
、
僅
か

の
時
間
、
旧
交
を
あ
た
た
め
合

っ
て
来
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
は
皆
、
夫
の
次
の
任
地
で
新
た
に

仲
間
づ
く
り
を
し
、
そ
の
人
た
ち
と
も
私
た
ち

は
次
々
と
友
情
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

第
十

一
回
日
、
全
国
大
会
は
、
は
じ
め
て
自

河
の
関
を
越
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
き
に
つ
け
、
悪
し
き
に
つ
け
、
家
制
度
が

根
強
く
残

っ
て
い
る
、
こ
こ
み
ち
の
く
で
は
、

み
ち
の
く
独
自
の
テ
ー
マ
と
内
容
を
盛
り
こ
ま

れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

東
北
七
県

（新
潟
県
を
含
む
）
に
よ
び
か
け
、

広
域
の
実
行
委
員
会
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
の

声
を
ま
と
め
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
自
分
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
個
性
的
に
生
き

た
い
と
願
う
女
た
ち
が
、
老
い
の
看
と
り
の
古

い
し
が
ら
み
の
中
で
も
が
き
な
が
ら
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て

一
つ
ず
つ
古
い
も
の
を
断
ち

切

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。
そ

し
て
老
い
の
看
と
り
も
、
自
分
の
豊
か
な
人
生

も
、
両
立
出
来
る
明
る
い
高
齢
社
会
を
創
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
女
た
ち
の
連
携
の

力
強
さ
と
喜
び
を
実
感
し
た
い
。

男
も
女
も
共
に
豊
か
に
生
き
る
社
会
を
創
り

出
す
起
爆
剤
と
な
り
た
い
。
高
齢
者
問
題
を
主

体
的
に
考
え
る
人
々
の
裾
野
を
ひ
ろ
げ
た
い
。

数
々
の
ね
が
い
を
胸
に
、
少
し
ず

つ
動
き
は
じ

め
ま
し
た
。

皆
様
、
平
成
四
年
九
月
、
仙
台
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
（代
表
　
福
永
隆
子
）

「
会
報
」
は
私

の
出
の
糧

「高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
に
、

私
が
入
会
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
の
は
、
か
れ
こ

れ
十
年
近
く
前
に
な
る
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

そ
の
間
、
会
の
主
催
の
医
療
勉
強
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
映
画
会
、
バ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
ツ
ア
ー
、

は
て
は
北
欧
の
福
祉
施
設
訪
問
ツ
ア
ー
な
ど
、

一
度
も
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
、
こ
こ
ま

で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
不
熱
心
な
会

員
だ
と
思
い
ま
す
。

入
会
の
頃
は
、
四
十
歳
に
入
り
た
て
の
頃
で
、

そ
ろ
そ
ろ
高
齢
化
の
こ
と
に
関
心
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
素
晴
し
い

経
験
を
お
持
ち
の
先
生
方
の
お
話
を
伺
っ
た
り
、

読
ま
せ
て
戴
い
た
り
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
と

思
い
、
飛
び
つ
い
た
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
頃
は
我
が
家
に
は
、
六
十
代

前
半
で
大
分
痴
果
の
進
ん
だ
姑
の
世
話
や
開
業

間
も
な
い
主
人
の
医
院
の
手
伝
い
、
二
人
の
子

供
達
の
子
育
て
と
外
国
か
ら
の
高
校
生
の
留
学

生
た
ち
の
ホ
ス
ト
等
、
超
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
毎
日
で
、
年
に
何
回
か
の
会
報
に
目
を
通
さ

せ
て
戴
く
の
が
や
っ
と
こ
さ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
退
会
し
よ
う
と
思

っ
た

こ
と
は

一
度
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
代
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表
者
の
樋
口
恵
子
様
は
じ
め
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
方
々
、
全
国
の
医
師
、　
ヘ
ル
パ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
の
講
演
内
容
や
提
言
、
事

務
局
の
方
々
の
企
画
等
々
、
会
報
の
つ
く
り
方

が
毎
回
密
度
が
濃
く
な
り
、
胸
に
ず

っ
し
り
と

響
く
よ
う
な
待
ち
遠
し
い
位
な
の
で
す
。

さ
て
、
十
周
年
記
念
大
会
は
東
北
み
ち
の
く

の
仙
台
で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
四
時
間
足
ら

ず
で
行
け
る
距
離
で
す
の
で
、
是
非
是
非
時
間

を
作

っ
て
私
自
身
の
日
と
体
で
体
験
し
て
み
た

い
と
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
ト
ー
秋
田
の
高
齢
化
社
会
を
よ
＜
す
る
男
女

フ
ォ
ー
ラ
ム

異
質

の
価
値
を
認
め
共
存
す
る
た
め
に

二
月
の
定
例
会
で
は
、
秋
田
福
祉
専
門
学
校

の
学
生
三
十
名
と
共
に

「高
齢
者
に
も
の
申
す

。

若
者
に
も
の
申
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
し
て
話

し
合
い
を
し
た
。
若
者
は

″
高
齢
者
は
転
ば
ぬ

先
の
杖
が
多
す
ぎ
て
勝
手
に
失
敗
さ
せ
て
く
れ

な
い
気

高
齢
者
は

″う
る
さ
が
っ
て
話
そ
う
と

し
な
い
、
置
い
て
い
か
れ
る
よ
う
で
不
安
だ
″

等
意
見
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
レ
違
い
は

両
者
の
生
活
に
は
接
点
が
な
い
、
相
手

へ
の
期

待
が
多
す
ぎ
る
、
血
縁
や
地
縁
の
な
い
両
者
が

出
会
う
機
会
が
少
な
い
等
に
よ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
高
齢
者
も
若
者
も

個
性
を
持
ち
互
い
を
尊
重
す
る
対
等
な
異
世
代

の
人
間
関
係
を
築
い
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

多
く
の
若
者
が
話
し
合
い
の
中
で
友
人
の
よ
う

に
打
ち
解
け
て
、
″家
で
は
心
の
中
ま
で
入
ら
れ

る
の
が
い
や
で
ほ
と
ん
ど
話
し
合
わ
な
か
っ
た
、

大
人
の
高
齢
者
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
″
と
述

べ
て
い
た
。

本
来
は
嬉
し
い
は
ず
の
心
の
交
流
に
対
し
て

若
者
が
消
極
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家
庭
の
中

に
お
互
い
を
自
立
し
た
個
人
と
し
て
尊
重
す
る

基
盤
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
自

分
の
価
値
観
を
無
意
識
の
う
ち
に
他
人
に
押
し

つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一品

齢
化
社
会
で
は
、
自
分
と
は
異
質
の
価
値
観
を

持
つ
人
の
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
共
存
し
て
い

く
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
″寝
た
き
り
″
等
の
場
面
設
定

を
基
に
高
齢
化
社
会
に
生
き
る
人
々
の
考
え
を

さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（代
表
　
澤
井
セ
イ
子
記
）

岩
手
県
―
盛
岡
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

自

ら
の
手

で
ゆ
た
か
な
老

い
の
創
造
を

一
九
八
二
年

「女
性
に
よ
る
老
人
間
題
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
女
性
の
自
立
と
老
い
を
考
え
る
」

が
東
京
で
語
り
合
わ
れ
、
全
国
的
に
大
き
な
反

響
で
拡
が
り

「高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性

の
会
」
が
設
立
さ
れ
十
年
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
グ
ル
ー
プ
も
年

一
度
開
か
れ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
問
題
点
を

も
ち
帰
り
、
共
同
研
究
会
、
体
験
交
流
を
公
開

し
、
会
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
ふ
く

め
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
急
速
に
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
自
ら
の
手
で
女
性
の
自
立
と
ゆ
た

か
な
老
い
を
創
造
し
、
社
会
と
共
に
潤

い
向
上

し
て
行
く
た
め
、
き
め
こ
ま
や
か
な
福
祉
、
地

域
の
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
が
大
切
な
こ
と
に
目
を
む

け
、
現
実
を
見
据
え
て
対
処
し
た
い
と
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

平
成
四
年
の
Ｈ
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
仙
台
で

迎
え
る
計
画
な
の
で
、
東
北
で
ま
と
ま

っ
た
ネ
ッ
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ンポにおけで

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
東
北

「女
性
の
会
」
の

活
躍
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
も
日
常
の
活
動
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
と
話

し
あ

っ
て
い
ま
す
。

（代
表
　
高
橋
美
那
子
記
）

山
形
県

鈴
木
円
乗

仙
台
シ
ン
ポ

に
期
待
す

る

今
度
、
東
北
の
社
の
都
仙
台
で

〈高
齢
化
社

会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
〉
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
く
と
言
う
。
本
当
に
結
構
な
こ
と
で
、
会

員
で
あ
る
私
自
身
も
出
席
し
た
い
の
だ
が
、
車

い
す
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
と
五
病
息
災
が
引

っ
掛

か

っ
て
出
席
で
き
そ
う
も
な
く
て
甚
だ
残
念
で

あ
る
。
せ
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
コ
メ
ン
ト

で
も
と
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
。

「み
ち
の
お
く
」
と
言
わ
れ
た
東
北
も
表
面

は
近
代
化
は
し
て
来
た
が
、
抱
え
て
い
る
内
面

の
問
題
は
奥
深
く
切
な
い
も
の
が
多
い
。

老
人
の
自
殺
率
も
都
会
と
比
較
し
て
少
な
い

と
は
言
え
な
い
し
、
相
変
わ
ら
ず
の
嫁
と
姑
の

問
題
も
内
在
し
て
い
る
暗
い
面
も
あ
る
。

嫁
不
足
も
深
刻
な
も
の
で
、
何
で
こ
ん
な
に

男
は
女
に
嘗
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
切
歯
掘
腕

し
て
い
る
現
在
で
も
あ
る
。
ま
た
、
「女
性
の
会
」

も
山
形
と
青
森
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
存
在
し
な

い
の
も
東
北
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
風
土
的
に
も
鈍
重
、
日

下
手
、
そ
し
て
引

っ
込
み
思
案
の
女
性
達
の
、

今
後
の
老
い
と
生
き
方
に
つ
い
て
論
議
を
深
め

て
刺
激
と
し
て
欲
し
い
。

福
島
県

い
わ
き
厚
生
会
協
力
会

新

し
い
目
標
を
た

て
て
活
動
し
よ
う

今
か
ら
二
十
五
年
前
、
何
人
か
の
女
性
の
集

ま
り
の
と
き
、
「私
達
で
何
か
お
役
に
立
つ
こ
と

が
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
お
し
ゃ
べ
り
か

ら
、
自
分
達
を
合
め
て
老
後
の
こ
と
の
社
会
勉

強
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
き
き
つ
け
て
さ

っ
そ
く
三
十
五
人
が

集
ま
り
、
千
葉
県
君
津
市
の
上
総
園
を
見
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
園
さ
れ
て
い
る
お

だ
や
か
な
顔
の
老
人
方
の
生
活
を
見
て
、
「
い
わ

き
に
も
あ
の
よ
う
な
特
養
ホ
ー
ム
が
ほ
し
い
。

す
ぐ
に
行
動
し
よ
う
」
と
の
反
省
会
の
意
見
が

実
を
結
び
、施
設
を
作
る
準
備
会
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
頃
県
に
於
て
は
太
陽
の
国
を

作

っ
た
ば
か
り
の
時
で
、
県
か
ら
も
市
か
ら
も

協
力
が
得
ら
れ
ず
、
昭
和
五
十
四
年
九
月

一
日

に
社
会
福
祉
法
人

″
い
わ
き
厚
生
会
い
わ
さ
き

荘
″
が
出
来
上
る
ま
で
十
二
年
か
か
り
ま
し
た
。

開
設
時
の
感
激
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
準
備
会
は
協
力
会
と
な
り
、
少
し

ず
つ
活
動
範
囲
を
広
げ
、
瀬
戸
内
寂
聴
師
を
招

い
て
の
講
演
会
、
保
健
教
室
、
特
養
ホ
ー
ム
の

夏
祭
り
参
加
、
小
さ
な
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
育
成
の
た
め
の
助
成
金
の
支
出
、
会
員
の

親
睦
の

一
泊
研
修
旅
行
等
、
現
在
六
三
〇
名
の

会
員
が
手
を
と
り
合

っ
て
自
分
も
周
り
も
豊
か

な
心
で
過
せ
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

「高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
に

は
六
年
前
よ
り
加
入
し
、
毎
年
会
員
を
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
派
遣
し
て
報
告
を
総
会
の
席
上
で
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
益
々
高
齢
化
し
て
ゆ
く
時
代
、
更
に
新

し
い
目
標
を
立
て
て
活
動
し
よ
う
と
準
備
を
す

す
め
て
お
り
ま
す
。

（会
長
　
江
島
き
く
の
、
庶
務
　
四
家
ト
ミ
記
）
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50■日菫鶉鎮・饉曽シンポにおけて

福
島
県
―
都
田
高
齢
化
社
会
を
よ
＜
す
る
女
性
の
会

東
北
の
パ
ワ
ー
で
成
功
さ
せ
よ
う

第
Ｈ
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
北
の
仙
台
で

開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
と
て
も
嬉
し
く
、
ま

た
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
全
国
規
模
の
会
に
参
加
し
て
み

て
も
、
こ
の
会
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
は
感
じ

な
い
。
こ
の
シ
ン
ポ
の
熱
気
は
何
な
の
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
に
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
れ
る
の
は
何

故
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
き

っ
と

「老
い
」
に
正
対

し
、
自
ら
の
手
で
拓
い
て
い
こ
う
と
い
う
ポ
リ

シ
ー
を

一
人
ひ
と
り
が
し

っ
か
り
持

っ
て
い
る

か
ら
、
と
思
い
ま
す
。

８
回
の
高
松
の
時
に
、
私
ど
も
の
当
時
の
会

長
の
今
川
さ
ん
が
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
よ
う
に

「是
非
郡
山
で
」
と
名
乗
り
を
上
げ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
の
力
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず

残
念
で
す
。
で
も
、
お
隣
り
の
仙
台
で
の
開
催
、

東
北
の
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
成
功
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（吉
成
夏
子
記
）

福
島
県

ゆ
い
の
会

豊
か
な
条
件
を
生
か
し
福
祉
の
充
実
を

首
都
圏
に
近
い
福
島
は
経
済
発
展
も
著
し
く
、

女
性
の
職
場
進
出
の
急
増
が
目
立
ち
ま
す
。

東
北
の
雄
と
も
い
う
べ
き
経
済
力
に
比
べ
、

福
祉
の
立
ち
遅
れ
が
際
立

つ
の
は
忍
耐
強
い
女

性
達
が
そ
れ
を
担
っ
て
い
た
た
め
で
し
ょ
う
が
、

最
近
急
速
に
風
向
き
が
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。

発
足
以
来
八
年
、
啓
発
と
実
践
の
活
動
を
地

道
に
続
け
て
来
た
私
達
の
会

へ
の
期
待
も
、
こ

こ
に
き
て
非
常
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
反
面
、

ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
職
を
持
ち
、
活
動
の
人
員

確
保
に
苦
労
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ

は
あ
る
意
味
で

「忍
耐
強
い
」
女
性
の
減
少
が

私
達
の
活
動
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

東
北
は
望
ま
し
い
福
祉
社
会
を
実
現
さ
せ
る

た
め
の
豊
か
な
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
、
広
い
住
環
境
、
暖
か
い
人
々

の
心
、
仙
台
で
開
か
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

こ
の
上
に

「安
心
し
て
老
い
る
こ
と
が
で
き
る
」

制
度
を
育
て
て
い
く
結
果
を
産
ん
で
欲
し
い
。

私
達
も
是
非
ご
協
力
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（代
表
　
中
西
郁
子
記
）

岩
手
県
―
―
水
沢
市
高
齢
化
社
会
を
よ
＜
す
る

女
性
の
会

過
疎
地

の
高
齢
者
問
題
解
決

の
た
め
に

岩
手
県
は
三
年
ぶ
り
、
平
成
二
年
に
福
祉
動

態
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
寝
た
き

り
、
ひ
と
り
暮
し
、
痴
呆
性
老
人
と
い
っ
た
要

援
護
老
人
の
増
加
、
特
に
、
ひ
と
り
暮
し
老
人

二
八

・
五
％
の
大
幅
増
は
、
高
齢
化
社
会
を
如

実
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

岩
手
は
拡
大
県
で
す
の
で
、
過
疎
地
も
点
在

し
て
い
ま
す
。
若
者
は
都
市
部
に
流
れ
、
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
も
、
企
業
誘
致
さ
れ
る
沿
線
市
町
に
就

職
す
る
の
が
現
実
で
、
住
み
な
れ
た
所
で
終
り

た
い
老
人
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
に
く
く
、
過

疎
地
の
高
齢
者
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
十
か
年
戦
略
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
成
し
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
１
１０
万
人
増

一
つ
を
取

っ
て
も
、
養
成

の
シ
ス
テ
ム
、
所
得
保
障
や
社
会
的
位
置
づ
け
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
う
る
地
域
の
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
東
北
で
の
集
会
で
は
各
地
の
動
き
を
お
聞

き
し
た
い
で
す
。
　
　
　
（代
表
　
土
谷
範
記
）
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第
二
回

「個
老
研
」
報
告

「今
後
の
研
究
方
針
」

「自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て

代
表
　
樋
口
　
恵
子

角
田
由
紀
子
弁
護
士

１
　
住
宅
に
つ
い
て
…
…
自
分
の
住
ん
で
い

る
家
を
建
て
替
え
た
い
時
、
女
の
ひ
と
り
暮
ら

し
に
は
銀
行
も
お
金
を
貸
し
て
く
れ
な
い
。

２
　
医
療
に
つ
い
て
…
…
入
院

。
手
術
の
保

証
人
は
お
か
し
い
。
医
療
者
は
人
間
は
す
べ
て

家
族
と
住
ん
で
い
る
と
い
う
幻
想
に
立

っ
て
い

る
。
重
大
な
こ
と
を
他
人
に
同
意
さ
せ
る
こ
と

は
止
め
よ
う
。

３
　
ひ
と
り
で
死
ん
だ
時
は
ど
う
や
っ
て
お

棺
に
入
る
か
‥
…
献
体
、
遺
言

（死
後
の
遺
言

執
行
者
を
決
め
て
お
く
、
弁
護
士
は
長
生
き
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

結
論
と
し
て
、
民
法
の
家
族
に
関
す
る
規
定

は
現
状
に
合
わ
な
く
な

っ
て
い
る
。
見
直
し
を

要
求
し
て
い
こ
う
。
大
変
心
強
く
そ
し
て
楽
し

い
お
話
で
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
や
り
た
い
研
究
テ
ー

マ
を
考
え
よ
う
、
自
分
の
住
む
地
域
に

「
お
助

け
ネ

ッ
ト
」
を
作
る
こ
と
も
考
え
よ
う
と
い
う

話
し
合
い
で
、
閉
会
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（沖
藤
典
子
記
）

ひとり暮らしの老いと死を考える研究会

4月 :0日・新宿区立婦人情報センター

第
二
回

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
い
と
死
を
考

え
る
研
究
会
」
（個
老
研
）
は
、
四
月
十
日
新
宿

区
立
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
三
十
四
名
。

ま
ず
、
樋
口
代
表
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

１
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
い
に
ど
ん
な
問
題

が
あ
る
か
、
情
報
を
集
め
、
会
員

一
人
ひ
と
り

の
意
識
と
法
的
問
題
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か

る
こ
と
が
大
切
。

２
　
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
み
ん
な
で
す

こ
し
ず
つ
と
り
か
か
る
よ
う
に
し
よ
う
。

３
　
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
実
態
を
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
検
証
し
て
い
こ
う
。

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、　
つ
ぎ
の
よ
う
な

四
つ
の
試
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
に
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
女
性
高
齢
者
の

住
宅
問
題
。
高
齢
者
の
場
合
、
男
は
持
ち
家
が

あ
る
け
れ
ど
、
女
は
自
分
名
義
の
家
を
持

っ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
り
か

ね
な
い
女
の
老
い
の
ひ
と
り
暮
ら
し
問
題
の
研

究
。二

つ
に
は
、
医
療
問
題
。
入
院

。
手
術
な
ど

の
保
証
人
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
死
に
方

の
デ
ザ
イ
ン
が
出
来
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
終

末
医
療
の
在
り
方
と
も
関
係
し
、
自
分
に
と
っ

て
最
善
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る
か
。
倒
れ
た
時

の
緊
急
時
は
？

二
つ
に
は
、
死
へ
の
社
会
的
な
道
筋
と
も
言

う
べ
き
も
の
。
ど
こ
で
葬
式
を
？
遺
言
は
？
お

墓
は
？
喪
主
の
決
め
方
は
？
相
続
は
？

四
つ
に
は
、
ポ
ケ
て
生
き
る
時
は
ど
う
す
る

か
。
こ
の
時
自
己
決
定
権
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
。
尊
厳
、
財
産
管
理
は
ど
う
す
る
か
。

そ
の
他
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
場
合
、
家

族
が
い
る
か
ら
こ
そ
手
続
き
出
来
る
と
い
う
よ

う
な
問
題
に
ど
う
対
応
す
る
か
。
有
料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
は
、
内
縁
関
係
で
は
入
れ
な
い
。

こ
の
あ
と
、
会
員
で
も
あ
る
弁
護
士
の
角
田

由
紀
子
さ
ん
か
ら

「自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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，
…
，
Ｉ
第
十
四
回

老
人
医
療
勉
強
会
報
告

「病
院
は
き
ら
い
だ
―
老
人
の
在
宅
ケ
ア
を

支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（製
作
岩
波
映
画
、
時

枝
俊
江
監
督
）
の
上
映
と

「私
の
病
院
体
験
」

交
流
会
が
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

主
催
の
も
と
に
、
東
京
六
本
本
の
俳
優
座
劇
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

映
画
に
つ
い
て
は
、
会
報
４８
号
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
長
野
県
佐
久
総
合
病
院
で
の
在

宅
医
療
の
実
践
を
時
枝
監
督
が
じ

っ
く
り
と
撮

影
し
、
二
時
間
十
七
分
に
ま
と
め
た
も
の
。
定

期
的
な
訪
問
医
療
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
年
中
無
体
の
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

対
応
、
訪
問
し
た
先
の
お
と
し
よ
り
や
家
族
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

映
画
を
見
終
わ

っ
て
か
ら
の
体
験
交
流
会
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
で
す
の
で
身
に
つ
ま
さ
れ

て
、
こ
と
ば
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
先
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
元
気
で
い
た
い
」

病
院
は
き
ら
い
だ
―
映
画
上
映
―

私
の
病
院
体
験
　
―
交

流

会
―

「病
気
で
倒
れ
、
失
明
し
て
し
ま

っ
た
妻
を

植
木
職
の
大
が

一
生
懸
命
に
介
護
す
る
姿
が
あ

っ

た
が
、
ほ
ん
と
の
や
さ
し
さ
と
い
う
も
の
を
み

ん
な
で
感
じ
あ

い
た
い
」

「
や
さ
し
さ
は
大
切
だ
が
、
医
学
的
知
識
や

看
護
知
識
が
必
要
、
植
木
職
人
さ
ん
は
心
は
や

さ
し
い
の
だ
が
、
助
言
に
よ

っ
て
や
り
方
に
も

う
少
し
工
夫
を
」

「素
人
で
は
見
さ
れ
な
く
な

っ
て
姑
を
止
む

な
く
入
院
さ
せ
た
。
夜
中
の
お
む
つ
替
え
の
時
、

あ
か
り
を

つ
け
る
の
に
も
衣
擦
れ
の
音
に
も
同

室
の
人
に
気
が
ね
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

ま
た
女
性
六
人
同
室
で
若
い
患
者
さ
ん
も

い
た

の
で
、
夫
が
夜
泊
り
で
看
護
す
る
わ
け
に
も

い

か
な
か
っ
た
」

「訪
問
看
護
を
さ
が
し
た
が
な
く
、
区
に
陳

情
し
た
が
駄
日
、
と
に
か
く
行
政
に
ア
タ

ッ
ク

し
よ
う
し

「訪
間
ケ
ア
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
病
院
の
す
べ

て
が
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
少
し
で
も
特
色
を

出
そ
う
と
単
な
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
所
も
あ

る
」
「先
端
技
術
に
向
く
医
師
も
い
れ
ば
人
間
を

見
る
の
が
大
好
き
な
医
師
も
い
る
。
大
き
な
病

院
は
駄
目
で
、
小
さ
い
病
院
で
コ
ツ
コ
ツ
や

っ

て
い
る
所
が
あ
る
」

「病
院
の
デ
イ
ケ
ア
だ
か
ら
助
か
る
け
ど
、

特
養
な
ど
施
設
だ
と
は
た
め
を
気
に
し
て
困

っ

て
ま
う
」

「特
養
に
入
る
と
い
う
と
家
族
が
親
族
会
議

を
開
い
て
や
め
て
し
ま
い
、
利
用
が
少
な
い
」

「政
府
は
ヘ
ル
パ
ー
を
１０
万
人
に
ふ
や
す
と

一言
っ
て
い
る
が
、
今
の
条
件
で
な
り
手
は
あ
る

の
か
」
そ
の
他
、
多
く
の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
最

後
に
樋
口
代
表
は

「豊
か
に
老
い
、
生
を
全
う

で
き
る
か
は
各
自
治
体
が
競
争
し
て
い
く
べ
き

時
代
だ
。
今
日
の
勉
強
を

一
つ
の
一
里
塚
と
し

て
、
地
域
地
域
で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ

う
」
と
ま
と
め
、
参
加
者
三
百
名
は
北
へ
南

ヘ

と
散

っ
て
い
き
ま
し
た
。

（芹
沢
茂
登
子
記
）

日・俳優座劇場
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シ
リ
ー
ズ

「尊
厳
死
を
考
え
る
」
③

「
ム
ダ
な
救
命
あ
る
い
は
延
命
医
療
」
を
あ

ら
わ
す
典
型
と
し
て
、
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
症
候
群
」

と
い
う
用
語
が
、
最
近
さ
か
ん
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
治
癒
の
見
込
み
も
な
く
意
識
も
な
い
状

態
で
、
栄
養
剤
や
そ
の
他
の
点
滴
の
た
め
の
チ
ュ
ー

ブ
、
あ
る
い
は
心
電
図
や
各
種
モ
ニ
タ
ー
の
コ
ー

ド
が
、
身
体
中
に
装
着
さ
れ
た
姿
を
指
す
よ
う

で
す
。

し
か
し
こ
の
場
合
、
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は

大
半
が
中
空
の
管
で
あ
る
。
だ
か
ら
真
ん
中
の

詰
ま

っ
た

「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
」
よ
り
は
、
少
々
太

い
け
れ
ど
も
管
状
に
な

っ
て
い
る

「
マ
カ
ロ
ニ
」

の
方
が
相
応
し
い
の
で
は
な
い
か
。
従
っ
て

「
ス

パ
グ
テ
ィ
症
候
群
」
と
い
う
呼
称
は
不
適
当
だ
。

「
マ
カ
ロ
ニ
症
候
群
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、
今
年
開
催
さ

れ
た

「医
学
用
語
学
会
」
（四
月

一
日
）
で
、
自

熱
の
議
論
が
戦
わ
さ
れ
ま
し
た
―
―
と
い
う
の

は
ま

っ
た
く
の
ウ
ソ
で
す
が
。

「救
命
」
に
は

「努
力
」
が
要
る

Ｍ
Ｈ
　
・本

　
祐
一　
一二

（阪
南
中
央
病
院
内
科
医
長
）

第
で
は
い
く
ら
で
も

「冷
た
く
」
な
れ
る
。

た
と
え
ば
こ
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
米
国
の
医
師
教
育
は
過
酷
な
こ
と
で
有
名

で
す
が
、
そ
の
あ
ま
り
の
過
酷
さ
の
是
非
が
よ

く
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

「米
国
医
師

会
雑
誌
」
に
、
あ
る
有
名
な
知
識
人

（ノ
ー
マ

ン
・
カ
ズ
ン
ズ
）
が
、
研
修
医
を
あ
ま
リ
シ
ゴ

キ
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
、
疲
労
は
同
情
心
を
失

わ
せ
る
も
と
だ
と
警
告
す
る

一
文
を
書
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
あ
る
研
修
医
の
告
白
を
引
用

し
て
い
ま
す
。
「疲
労
困
億
し
て
い
る
と
、
重
症

患
者
の
容
体
が
急
変
し
て
、
午
前
三
時
に
叩
き

起
こ
さ
れ
た
時
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
が
ら
、

駆
け
つ
け
る
前
に
息
を
引
き
取
っ
て
く
れ
た
な

ら
ば
、
と
い
う
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
た

（そ

れ
な
ら
ば
何
も
せ
ず
に
済
む
ご

と
。
人
間
の
生

活
の
中
で
は
、
時
に
は

「人
間
的
」
で
あ
る
こ

と
の
方
が
つ
ら
く
、
「非
人
間
的
」
で
あ
る
方
が

ラ
ク
だ
ど

い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
状
況
で
も

「反
射
的
」
に
、
さ
ら
に

言
え
ば

「盲
目
的
」
に
救
命
努
力
を
集
中
す
る

と
い
う
の
が
、
医
療
に
お
け
る
最
大
の
モ
ラ
ル

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大

さ
て
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、　
一

方
で

「救
命
努
力
」
と
い
う
用
語
が
あ
る
こ
と

で
す
。
つ
ま
り

「救
命
」
と
い
う
行
為
に
は
、

相
当
な

「努
力
」
が
要
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
す
れ
ば

「救
命
」
行
為
は
、
「誰
に
で
も
」
「何

時
で
も
」
「自
発
的
に
」
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
営
利
の
み
を
目
的
と
し
た

類
似
行
為

（現
実
に
は
あ
る
）
は
論
外
と
し
て
、

「救
命
」
と
い
う
行
為
に
は
、
相
当
に
意
識
的

な

「努
力
」
の
要
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
日
で
も
救
急
医
療
で
は
、
し

ば
し
ば

「救
命
努
力
」
の
不
足
が
非
難
さ
れ
る

の
で
す
。

医
療
従
事
者
と
い
う
職
種
の
人
々
は
、
救
命

に
む
け
て
全
力
を
尽
く
す
よ
う
教
育
の
過
程
で

叩
き
こ
ま
れ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
身
体
が
動

く
。
も

つ
と
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
「努
力
」

し
な
い
方
が
、
少
な
く
と
も
肉
体
労
働
と
し
て

は
ラ
ク
で
あ
る
と
。
し
か
も
人
間
は
、
状
況
次

-12-



規
模
な
病
院
で
あ
る
ほ
ど
、
人
間
の
組
織
が
大

き
く
な
り
、
様
々
な
考
え
を
持

っ
た
職
員
が
増

え
ま
す
。
そ
の
組
織
の
隅
々
ま
で
、
こ
の
単
純

明
快
な
モ
ラ
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
も
あ
り
、
か
つ
非
常
な
努
力
を
要
す
る
こ

と
に
も
思
い
を
致
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
の
心
は
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
誰

で
も
自
ら
の
心
に
照
ら
し
て
知

っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
医
療
従
事
者
と
い
う
も
の
は
、

「救
命
努
力
」
に
向
か

っ
て

「
一
途
に
邁
進
せ

よ
」
と

「訓
練
さ
れ
て
い
る
」
と
信
じ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
人
々
の
医
療
や
病
院
に
対
す
る
信

頼
の
基
礎
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「ム

ダ
な
医
療
」
あ
る
い
は
、
「不
要
な
延
命
治
療
」

論
を

一
面
的
に
主
張
す
る
と
、
医
療
従
事
者
の

意
識
の
深
い
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
真
摯
な

「救

命
」
へ
の

「努
力
」
に
水
を
指
す
こ
と
に
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の

「努
力
」
を
労
を
い

と
わ
ず

「徹
底
す
る
」
こ
と
と
、
「止
め
て
し
ま

う
」
こ
と
と
の
使
い
分
け
を
、
医
療
従
事
者
だ

け
に
委
ね
て
は
い
け
な
い
し
、
ま
し
て
医
療
側

が
、
「
ス
ム
ー
ズ
」
に

「使
い
分
け
る
」
こ
と
を

期
待
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
危
険
で
す
。

私
の
個
人
的
考
え
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
苦
痛

の
除
去
と
い
う
こ
と
も
医
療
の
大
切
な
使
命
で

あ
る
し
、
「延
命
」
よ
り
も

「苦
痛
の
除
去
」
を

優
先
す
べ
き
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
充
分
に
認
め
ま
す
。
ま
た
こ
の
方
針
に

沿

っ
た
実
践
も
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
し
か

も
な
お
か
つ
、
「救
命
努
力
」
を
時
に
よ
っ
て
使

い
分
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
極
め
て
難

し
い
超
論
理
的
な
判
断
行
為
で
あ
り
、
ま
し
て

医
療
技
術
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
た
い
の
で
す
。

端
的
に
い
え
ば
、
医
学
知
識
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
難
し
い
命
題
な
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
専
門
知
識
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理

由
で
、
医
療
側
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
、

「救
命
努
力
」
の

「使
い
分
け
」
が
、
「
ス
ム
ー

ズ
」
に
行
わ
れ
る
べ
き
だ
、
そ
れ
こ
そ
が

「自

然
」
だ
、
「当
然
」
だ
、
と
い
う
主
張
に
は
、
根

本
的
な
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
こ
の
矛
盾
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の

は
、
多
分
本
人
或
い
は
家
族
の
強
い
意
志
の
み

な
の
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
（お
わ
り
）

■
本
の
紹
介

■

『高
齢
者
の
自
立
を
め
ぐ
る
生
活
問
題
』

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
編

（中
央
法
規
出
版
二
、
八
〇
〇
円
）

こ
れ
ま
で
高
齢
者
問
題
と
い
え
ば
、
と
か
く

当
面
す
る
深
刻
な
介
護
や
年
金
な
ど
に
視
点
が

い
き
が
ち
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
で
も

現
実
に
は
、
元
気
で
社
会
的
に
活
躍
す
る
高
齢

者
は
多
く
、
そ
う
し
た
期
間
も
長
い
の
で
す
。

こ
の
本
は
、
元
気
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
社

会
に
参
加
し
て
い
る
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
照

明
を
あ
て
、
そ
の
現
実
の
中
か
ら
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
将
来

へ
の
備
え
を
見
い
だ
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
過
去
の
生
活
を
振
り
返
る
よ
す
が

と
な
る
故
郷
と
の
交
流
や
、
あ
る
種
の
安
堵
感

に
か
か
わ
る
墓
の
準
備
と
い
う
精
神
的
情
緒
的

側
面
、
そ
の
充
足
に
関
連
す
る
余
暇
の
過
ご
し

方
、
さ
ら
に
経
済
条
件
だ
け
で
な
く
家
族
形
態

に
よ

っ
て
も
影
響
を
受
け
て
い
る
食
生
活
の
実

態
、
ま
た
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
高
齢
期
の
消
費
生
活
や
そ
こ
に
発
生
す

る
消
費
者
問
題
、
そ
し
て
家
族
や
住
宅
と

い
っ

た
生
活
基
盤
に
触
れ
な
が
ら
高
齢
期
生
活
の
自

立
条
件
を
探

っ
て
み
ま
し
た
。

（木
間
昭
子
）
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
隋

「福井のくらしを考える　　　す。これは国民的課題でもありましょう。　　　をいたしました。　　　　　　　　　　　　‐―――‐

一鉾一軒・　一昨卿脚一肝憮舞̈
駐数
ぢ【　　　椰裁』は卸わ蹟姜れ一一〔”̈
ｒしヽ間つ題い　　　一癬測は囃』一こし、』喘Ⅷ畝日議を‐こ〓ぃ」　‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

郷̈
一詢
　中聾年Ｅ．嗽騰̈
．観的は制御
一六　　　同時
。それ〔』け間‐こ』織〔剃囃一」ぽ凱̈
　　　い串罐毅称痢度崚用策し、〔”げ″̈
な崚̈
　‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

が
、
県
域
を
母
体
に
　
　
　
が
ワ
ッ
フ
ル
の
現
状
で
す
。
幸
い
、
今
回

・
樋
　
‐――――‐

―
ク
を
生
か
し
て
地
　
　
　
口
代
表
の
会
に
加
入
さ
せ
て
戴
き
、
私
た
ち
は
　
――――‐

一福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
等
　
　
　
大
き
な
希
望
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　

Ⅲ

。
な
お
県
内
の
男
女
　
　
　
　
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
‐―――‐

一齢
化
社
会
に
対
す
る

畦
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一一「

ら

　
　
　
五
十
？
歳
の
集
ま
り
で
、
少
し
　
　
　
二思
識
調
査

・
経
済
的
自
立
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

は
じ
ゃ
ぎ
過
ぎ
な
い
？
　
等
々
・　
　
　
卜
調
査
も
し
ま
し
た
。
そ
の
事
後
処
理
と
し
て

――――‐

一　
　
河
野
嘉
子
さ
ん
　
当
会
創
立
以
来
の
熱
心
な

ノ

ヽ

云

々
」

と

い
う

よ

り
は

「
ワ

ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熙
ｙ
吻
吼
■
趙
麟
瀾
瑕
蟷
鐵

Ⅲ

一　
一九
気

に
な

っ
た

の
よ
」
と
明
る
く

語

っ
て

い
ま

フ
ル
で
す

か
」
と
電
話
を

下
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵞
趙
辟
輔
鶉
■
■
鷹
祗
■
ロ

ーーー‐―

一　
し
た
。

困
難
な
病
気

と
た
た
か

い
な

が
ら
、
最

る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐―――‐

一　
後
の
瞬
間
ま
で
強

い
自
立
の
意
思
を
貫

い
て
生

こ
ろ
で
、
名
前
は
分
か
っ
た
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐――――‐
一　
き
た
河
野
さ
ん
。
「高
齢
化
」
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

れ
ど
何
を
す
る
の
で
す
か
。
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐――――‐
一　
と
言
い
、
活
動
し
つ
づ
け
た
河
野
さ
ん
。
亨
年

れ
が
肝
心
な
の
で
す
。
表
題
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐――――‐

一　
エハ
○
歳
。
み
ん
な
で
彼
女
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ

通
り
、
く
ら
し
を
考
え
る
―
―
。
そ
し
て
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ⅲ

一　
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

私
た
ち
の

一
番
の
生
活
課
題
は
高
齢
化
問
題
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
――――‐

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
樋
口
恵
子
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私
は
、
高
齢
化
社
会
第

一
世
代
に
属
す
る
男

で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
世
代
の
男
性
は

生
活
的
自
立
能
力
が
な
い
、
ヌ
レ
オ
チ
バ
、
ヮ

シ
モ
族
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
な

い
だ
ろ
う
と
い
い
た
い
。

こ
の
世
代
の
男
は
、
幼
少
の
頃
は

「男
子
、

厨
房
を
の
ぞ
く
べ
か
ら
ず
」
と
言
わ
れ
て
育
ち

青
春
時
代
は
鉄
砲
を
か
つ
い
で
戦
場
に
行
き
、

働
き
ざ
か
り
の
頃
は
、
高
度
経
済
成
長
の
担
い

手
と
し
て
働
き
に
働
い
て
き
た
。

そ
の
頃

「高
齢
化
社
会
が
き
ま
す
よ
、
そ
の

準
備
を
」
と
は
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
。

定
年
と
な

っ
た
頃
、
普
通
な
ら
あ
の
世
行
き

と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
高
齢
化
社
会
で
ま

だ
二
十
年
か
三
十
年
か
は
死
ね
な
い
と
い
う
。

死
に
水
を
取

っ
て
く
れ
る
は
ず
の
妻
に
先
に

「さ

よ
な
ら
」
さ
れ
て
が

っ
く
り
き
て
る
と

「
こ
れ

ま
で
炊
事
洗
濯
等
す
べ
て
女
性
に
よ

っ
か
か

っ

て
き
た
つ
け
が
ま
わ

っ
て
き
た
の
じ
ゃ
な
い
か
、

そ
の
ざ
ま
は
な
ん
だ
」
と
い
う
の
は
な

い
だ
ろ

う
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

若
い
頃
に
予
想
で
き
な

い
事
態
に
な

っ
て
い

る
の
に
、
そ
の
準
備
を
し
て
い
な
い
と
い
っ
て

貢
め
る
の
は
酷
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

今
、
四
十
～
五
十
歳
の
第
二
世
代
は
違
う
。

高
齢
社
会
が
来
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
る
。
そ

れ
に
社
会
的

・
個
人
的
に
ど
う
対
応
す
る
か
猫

も
杓
子
も

い
っ
て
く
れ
て
い
る
。
今
か
ら
大

い

に
厨
房
を
覗
き
、
か
つ
手
を
だ
し
て
訓
練
す
る

が
い
い
。
時
間
は
ま
だ
十
分
あ
る
の
だ
。

二
十
～
二
十
歳
の
第
二
世
代
と
な
る
と
、
こ

れ
は
超
高
齢
社
会
に
生
き
る
男
性
老
人
で
あ
る

が
、
生
活
的
自
立
能
力
は
心
配
し
な
く
て
よ
い
。

女
性
の
経
済
的
自
立
能
力
の
確
立

。
普
遍
化

と
平
行
し
て
、
婚
姻
年
齢
が
遅
く
な
り
、
結
婚

指
向
が
減
少
し
、
た
と
え
結
婚
す
る
と
し
て
も

炊
事

。
洗
濯
は

「
一
緒
に
や
る
よ
」
と
い
わ
な

け
れ
ば
Ｏ
Ｋ
し
て
も
ら
え
な
い
。
老
母
が
背
後

に
い
れ
ば
そ
れ
を
見
送
る
ま
で
は
、
結
婚
は
諦

め
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
男
た
ち
で
あ
る
。
家

庭
科
で
教
え
て
貰
わ
な
く
て
も

い
や
お
う
な
し

に
生
活
的
自
立
能
力
は
身
に
つ
く
の
で
あ
る
。

第
二

。
第
二
世
代
と
は
育
ち
、
生
き
る
状
況

が
異
な
る
の
だ
か
ら
、　
一
緒
に
し
な

い
で
も
ら

い
た
い
と
、
第

一
世
代

の
男
の
私
は
思
う
。

「
終
末
期
を
考
え
る
市
民
の
会
」
会
長

・
医
師
）

代
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!99!年 4月～5月 入会者
Ff倖 TET

森    キ  ミ
西 村  文 夫
西 村 美和子
大 ,可内 芳  子
楠    美 代
沖  田 アヤ 子
阿 部 雄  子
山 勢 富 江
石 川 邦 子
池 上 和 子
沖I内 慶 子
間々田    満
松  井 美和子
村 田 幸 子
奥 村 真由美
〈グループ〉
釧路高齢化社会を
よくする女性の会
高齢化社会をよく
する女性の会。京都
高齢化社会をよ
くする八潮の会
(代表 市川ミチ子)
地域福祉を考える会
菖齢牛活を■ですふ今

104
113
113
950
951
116
364
972
300-12
413
206
350-02
168
156
182

085

616

340

461
182

中央区月島4-17-1-123
文京区千駄木3281
文京区千駄木3281
新潟市向陽31111
新潟市雪町 2030
荒り|1区西尾久2297
埼玉県北本市北本33
福島県いわき市常磐松が台117
茨城県牛久市柏田町3334117
熱海市咲見田丁6-78 中銀咲見20A-24
多摩市東寺方62621405
埼玉県坂戸市南町2 6 1tlア ロエ35
杉並区久我山2162102
世田谷区上北沢5336102
調布市仙川町1329三 国コーポ201

釧路市愛国西349藤 原勝子方

京都市右京区竜安寺衣笠下町29佐藤たづ方

埼玉県八潮市南後谷763藤波通子方

名古屋市東区大曽根町244野村文枝方
東京都調布市小島町2156山 中美子方

03-3353-2745
03-3823-0887
03-3823-0887
025-275-9660
025-229-3994
03-3894-8632
0485-92-0480
0246-43-2350

0557-82-2233
0423-71-5881
0492-84-3380
03-3335-3259

0154-36-1738

075-463-6315

0489-98-0777

052-913-3021
0424-83-0803

:99:年 4月 ～5月 住所変更者

名氏 T 所倅 TEI
子
子
子
　
子
子
美
子
子
卒

仁
　
里
　
　
知

久
葉
万
　
徹
佐
和
育
英
幸

川
藤
部
　
合
島
田
保
野
口

絹
長
服
　
河
飯
種
久
水
容

７

０

０

　

０

０

３

０

８

１

練馬区富士見台12629
横浜市保土 ヶ谷区権太坂 12411
渋谷区松 i寿 1-1-3松 i寿栄光ピル4F

帥服部メデ ィカル研究所
ブヾ膨え111し [ニフ雪ヲく,満 2-3-16
足立区千住42512坪 野方
札幌市西区西野3条 8丁 目1l Hl
和歌山市鳴神68721辻本方
杉並区永福3332
ネ巨1■ 暉華Fl,可 rllイ たヽLttTR3-7 眠まるヽ

`ヽ

2o3

03-3970-0567
045-716-4679
03-3465-3147

03-3888-8185
011-666-5646
0734-72-1476
03-5300-7897

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
∃
ン

★
　
昨
年
の
京
都
で
の
第
九
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
集

『女

・
老
い
を
ひ
ら
く
』
で
ヽヽ
ネ
ル
ヴ
ァ

萱
房
）
が
で
き
ま
し
た
。
　

定
価

一
七
〇
〇
円

（送
料
二
六
〇
円
）
書
店
で
購
入
可
能
。

★
　
昨
年
の
介
護
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集

『豊
か
な
日
本
　
貧
し
い
介
護
』、
八
〇
〇
円

（送

料
込
み
）
で
販
売
中
。
事
務
局
ま
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

★
　
在
宅
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム

（長
寿
社
会
文
化

協
会
主
催
）
を
七
月

一
九
日
～
二

一
日

（二
泊

三
日
）
に
埼
玉
国
立
婦
人
会
館
で
行
い
ま
す
。

介
護
技
術

・
老
人
食
調
理

。
水
泳
リ

ハ
ビ
リ
な

ど
の
実
習
の
他
、
時
間
預
託
制
度
、
地
域
介
護

な
ど
多
彩
。
ａ
Ｏ
三

・
三
二
〇
五

・
八
五
〇

一

霞
翻
園
邸

◎
本
年
度
、
第

一
〇
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
友
人
な
ど
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
事
務
局
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

◎
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
七
月
二
二
日

（月
）、
八

月
二
六
日

（月
）
で
す
。

◎
会
員
の
方
の
訃
報
欄
を
設
け
ま
す
。
ご
通
知

い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
方
は
紙
面
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（事
務
局

。
中
島
民
恵
）
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